BEANNH AR D e SEBREE M BB ot (B2t —24 - % 2[0) EEs

1 H B 2341 H 13 H (OK) 13:30~14:20

2 % pr TRAEFITES 25 HT 2MF 1 M=

3 HHE
wER, HKER, HEER
W2 WA ESCEHEE A Y R /HER

4 FEFERE

(1) Bz

(2) RFROEFFIC L DEFF RO ONT
(3) BERAH:

(4) £&0

(5) PA=

5 HEORIE

O WREBEBIRITEBUREETOFIEHREENG, Bk 1 THRFLOEFIC L DIEEN
WMotRdt) ROE 2 THGEATIRA TR T 5B EOBH b YR OBRARRG 12
DNWTOFAB T,

O MWNEENSLERFS [SERK 1 9 FEEH— T8 A FAMERITIRDL CERK 19 456 A
6 HEE) | IZOWTEBANThi-,

O 20, RFEOEFIZL DEBRFRORMLICOWT, BERAWMN TN,
BANR=IbDOERERFET, UTDLEED,

O M—HFEEEICHIT T, BRBEE CTRIM I A TN TN D 2 & EETT
%, EBEIF R R A E T ERRICOWT, REEETREERE S0 Y
=7 M TR, BEAROR ISR E AR, B 32— & IR SRR ZERL L T
WS ZEEERLTWD, 7277, #ERRERHEEREREIZOVTE, HbE< F
TERFHEORBRBRLH Y fERDBEHELWE WS BREH S, Ll HEREICET S
THMP72NWEHRETHZ LT HRETH DD, AIRERIR D EMIEM L T &z,



O [RUERNTH Y 23 5EHREIRC O VW THIERH VY, FCERE L CEREICRD
BHRICENH D ZLIFMETH L EE S, ZOFERIBIZITHGT AR M B 722
MERHD EEZEZOLNDDT, MEALE LTILLDIETRy 7T v 735k,
BlREWZ 72T AUEH 0 3720, BAIORFIZONWTIL, B2 EETIER, 2he
ZTTER Lo 02T DD LD X0 EEOH HZNFICL TV R E 20,

O BAEICHONTIE, BREESOVEREE LTORIST 228, ARITHRFEEE
RCBWTHRE TR EEX D, FRE TRMEOA BRI L, @EHIIKT 5
N EFRRIZEAT SN D L D ITF &,

O EAEIZHONT, BEFHEZEERNY A M EFfo TV D DI TIERWVA, AFVY
— TV OREFHERCHEESFAERELZB LT, LELLTNDHANIUZFITEES T
LEEDbND, BREBIZOWTIEL, EFLEBHANEAL TW NI E S, @FDCD
RTHIUTRFREY RSB, BAAT2Z2 N TELRRERSHLOT, FF -
Bitad L TWEZnEBEZTND,

O H»ooEROLGEIZIE, MEBEWRSLE, LFICLDERICESTHNEDOR
FRICERAN S B LT 5, ZODERENNFIZ & > UL, AT K HIERELED
HEARLEEBEZTVDEN, AT EHDRVNTEFIC L DR RS 570 EORIEHN
VETHD, £2, HRESVEICBWOCIERMICHEEN L L, DL THEAN
HIELFIC L > TREZ IS D 2 ERNEARITA D720, JERCTIT L D gt
LVLETHD,

O HHREZEOFEIIZHRMILL TBY, FROEITH > THISE L TV BLERH D,
ERNE~OFRIEME LTIE, A==V THLTRTELLZARD S LA
b, BREETIEZOFAMETROLNS LvZ2 WA, RERBSEDIFREIZIL U CE
ST DOBRLEEL 2> TL b, WICHBKREZTZ7 4 — Ay 7 L, SRIZENPL TN &
Wo T Z EBMETH S,

INHOBERIZR L, RBEAPDLIL. ROLEBVRSEIT-oT-,

O AROF—HHERIHOWTL, FEREAZBRTBOTENNE DT ~DH G
AT TWEIEWTND & ZANRELN, BRENWE IR D EmE F G ROk
BWTIE, EOMNREA L VD HICONT, TELMEAMISHIE L, BIRHE
DESAD T bR T, REEEEOHE, BAICE O D K 5 4 BV LT
Y ANR



O BMEEONFIZHOWTIL, #ENR - fREMTHTREEREZE R ZEVTETEL SE
SETHERB AT &L BT, BAEICBW TSR, EBEAF IR SRS - fR e
TRBEEZIT O M5 ALFERICK LT, FRICEHE T2 2 L6830 T, EOEo b
DROGZEAT > TVETZVY, B HETITHRFZOREROMEFTLID LTV 2L
ELTVDER, EOHFEIZONWTEH OO TEREDO ZTEREZFWZWEZ 2T
Do

DLEOBRZMO%R, EE 1 TR ROEFIC L 2EEFROEME () ) 12250 T

TN,
LT, FHERICBODTEREREREZI L0 LT, £EFBIZHED TIE,

LUk

(X3 - FBER)



	障がい者に係る投票環境向上に関する検討会（第２検討チーム・第２回）議事要旨
	１　日　時　平成23年1月13日（木）13:30～14:20
	２　場　所　中央合同庁舎第２号館　地下２階第１会議室
	３　出席者　
	笹川委員、清水委員、関委員
	内閣府障がい者制度改革推進会議担当室　東室長
	４　議事次第
	（１）開会
	（２）点字及び音声による選挙情報の提供について
	（３）意見交換
	（４）まとめ
	（５）閉会
	５　議事の経過
	○　総務省自治行政局選挙部の原山管理課長から、資料１「点字及び音声による選挙情報の提供」及び資料２「都道府県知事選挙における選挙のお知らせ版の配布状況」についての説明が行われた。
	○　笹川委員から資料３「平成１９年度統一地方選点字公報等発行状況（平成19年6月6日現在）」について説明が行われた。
	○　その後、点字及び音声による選挙情報の提供について、意見交換が行われた。
	各メンバーからの主な意見等は、以下のとおり。
	　　
	○　統一地方選挙に向けて、総務省で前向きに取り組んでいただいていることに感謝する。都道府県知事選挙や指定都市市長選挙について、視覚障害者選挙情報支援プロジェクトでは、選挙公報の全文点訳版や音声版、音声コード付き拡大文字版を作成していくことを確認している。ただ、都道府県議会議員選挙などについては、数も多くまた選挙期間の関係もあり、作成が難しいという現状もある。しかし、候補者に関する情報がないと投票することすら困難であるため、可能な限り情報提供していきたい。
	○　同じ国内でありながら情報提供について地域差があり、同じ国民として投票に係る情報に差があることは問題であると思う。この主な理由には地方公共団体の財政的な問題があると考えられるので、総務省として何らかの形でバックアップするなど、ご配慮いただければありがたい。通知の内容については、単なる要請ではなく、それを受けた者がしっかり受け止めるようより実効性のある内容にしていただきたい。
	○　配布先については、視覚障がい者団体としても対応するが、本来は各選挙管理委員会において把握すべきと考える。各選管で配布先の名簿を整理し、健常者に対する選挙公報と同様に配布されるようにすべき。
	○　配布先について、選挙管理委員会がリストを持っているわけではないが、点字ジャーナルの購読者や障害者団体等を通じて、必要としている方々へはほぼ行き渡っていると思われる。音声版については、まだ取組みが進んでいないけれども、通常のＣＤ版であれば点字版よりも早く作成、配布することができる可能性があるので、着手・検討をしていきたいと考えている。
	○　耳からの情報の場合には、聞き違いがあるなど、文字による情報に比べて内容の理解に限界があると感じる。このため視覚障がい者にとっては、点字による情報提供が基本と考えているが、点字を読めない人には音声による情報を提供するなどの対応が必要である。また、視覚障がい者においては圧倒的に弱視者が多く、少しでも視力があれば文字によって内容を理解することが基本になるため、拡大文字による情報提供も必要である。
	○　情報伝達の手段は多様化しており、時代の変化に沿って対応していく必要がある。障がい者への情報提供としては、ホームページなどでも工夫できるところがあると思われる。現時点ではこの方向性で良いかもしれないが、時代が進めば環境に応じて違ったものが必要となってくる。常に現状をフィードバックし、今後に活かしていくといったことが必要である。
	これらの意見に対し、総務省からは、次のとおり発言を行った。
	○　今回の統一地方選挙については、各選挙管理委員会において障がい者の方への対応を行っていただいているところが多い。視覚障がい者に対する候補者等情報の提供においては、きめ細かな配布という点について、できる限り複合的に対応し、関係団体の皆さんのご協力も得て、必要部数等の把握、配布に努めるよう準備をお願いしていきたい。
	○　検討会の内容については、都道府県・指定都市選挙管理委員会に参集いただく会議等でも要請を行うとともに、通知等においても反映し、都道府県知事選挙・指定都市市長選挙を行う地方公共団体に対しては、個別に要請することも含めて、実効性のある対応を行っていきたい。３月までに検討会の全体の報告書を取りまとめていくこととしているが、報告の内容についてはあらためて委員のご意見を伺いたいと考えている。
	以上の意見交換の後、資料１「点字及び音声による選挙情報の提供（案）」について了承された。
	今後は、事務局において最終報告案を取りまとめた上で、各委員に諮る予定。
	以上
	（文責：事務局）

